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地域住民における腰卸脊柱管狭窄の自然経過ー 10:年フォロー アップー
【目的】地域住民における腰部脊柱管狭窄 (LSS)の長期間にわたる自然経過について
の報告はほとんどない。本研曳の目的は、地域住民に対する 10年聞のコホート研究か
ら、 LSSの自然経過と QOL尺度との関係を明らかにすることである。
【方法】対象I立、 2004年(初年度)に、東北腰部脊柱管狭窄研究会腰部脊柱管狭窄質
問票(質問票)、腰痛特異的QOL(RDQ)、および健康関連QOL(SF-36)に回答し、 2014
年(追跡時)に再度回答した 1108名(男性381名、女性727名、追跡時年齢:30-89
歳)である。質問漂にてLSSの有無を診断し、 LSSとQOLの関係を評価した。また2015
年(追跡時)に、よ記対象者で2004年に腰椎MRIを撮影した133名(男性43名、女
性90名.追跡時年齢:48-90歳)に対して腰椎MRI録影を施行した。撮影した各椎間
レベル (L1/2-L5/S1)の硬膜管面積を測定し、 10年間での硬膜管面積の変化を検討し
た。
【結果】1.LSS陽性者は、初年度174名 (15.7%)、追跡時149名 (13.4%)であり、
年齢と伴に有病割合は増加した。両調査時でLSS陽性者 (A群)Iま、 174名中 56名
(32.2%)であった。 118名 (67.8%)は、 LSS陽性から LSS陰性に変化した(B群)。
初年度LSS(ー)934名中93名(10.0%)は、追跡時LSS陽性に変化し (G群)、残りの
841名 (90.0%)は、両調査時でLSS陰性であったの群)。
2.10年後のRDQ偏差得点は、初年度と比較しA群は、有意な変化はなかった。 G群で
は低下し、 B:群と D群では増加した。
3.SF-36偏差得点は、すべての群の全下位尺度で、初年度よりも 10年後の偏差得点が
同等あるいは低下していた。
4.硬膜管面積は、初年度、 10年後共にC群のL3/4レベルで‘自群と比較し有意に面積
が小さかった。各群関内では、初年度‘ 10年後共にL4/5レベルの面積がもっとも小
さかった。
【結論】初年度LSS陽性の67.8%は、 10年後LSS陰性に変化していた。一方、初年度
LSS除性の 10.0%は、 LSS陽性となった。また、 LSSは腰痛特異的QOLに影響を与えて
いた。健康関連日OL!まLSSの経時的変化と関係なく、 SF-36偏差得点は、すべての群
で初年度と比較し追跡時の全下位尺度で同等または低下していた。硬膜管面積は、 G
群と D群の聞で、L3/4レベルでのみ有意差が認められた。この事実から LSS患者では、
L3/4レベルが責任高位となる可能性が示唆された。


